
(57)【要約】

【課題】生体信号を取得するための生体電極を、ケーブ

ル部分を含めて使い捨て可能な構成とすること。

【解決手段】導電パターンが設けられた樹脂フィルムと

、導電パターンの樹脂フィルムに対向する面に設けられ

たベースとを有し、導電パターンが、生体信号を検出す

るための電極部と、当電極部に接続された配線部とから

形成され、少なくとも配線部の一部と、対応する樹脂フ

ィルムが蛇行形状を有し、かつ当蛇行形状を有する配線

部に設けられるベースが伸縮性を有する。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
被 検 者 の 体 表 面 に 装 着 し 、 前 記 被 検 者 の 生 体 信 号 を 取 得 す る た め の 生 体 電 極 で あ っ て 、
導 電 パ タ ー ン が 設 け ら れ た 樹 脂 フ ィ ル ム と 、
前 記 導 電 パ タ ー ン の 前 記 樹 脂 フ ィ ル ム に 対 向 す る 面 に 設 け ら れ た ベ ー ス と を 有 し 、
前 記 導 電 パ タ ー ン が 、 前 記 生 体 信 号 を 検 出 す る た め の 電 極 部 と 、 当 該 電 極 部 に 接 続 さ れ た
配 線 部 と か ら 形 成 さ れ 、 少 な く と も 前 記 配 線 部 の 一 部 と 、 対 応 す る 前 記 樹 脂 フ ィ ル ム が 蛇
行 形 状 を 有 し 、 か つ 当 該 蛇 行 形 状 を 有 す る 配 線 部 に 設 け ら れ る 前 記 ベ ー ス が 伸 縮 性 を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 生 体 電 極 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 電 極 部 及 び 配 線 部 を 複 数 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 生 体 電 極 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 電 極 部 が 、 複 数 の 周 辺 電 極 部 と １ つ の 中 央 電 極 部 と か ら な り 、 前 記 複 数 の 周 辺 電 極 部
に 対 応 す る 前 記 配 線 部 が 、 前 記 中 央 電 極 部 近 傍 を 通 る よ う に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ２ 記 載 の 生 体 電 極 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 蛇 行 形 状 を 有 す る 配 線 部 に 設 け ら れ る 前 記 ベ ー ス が 、 当 該 蛇 行 形 状 を 有 す る 配 線 部 を
包 含 す る 短 冊 形 状 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載
の 生 体 電 極 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 蛇 行 形 状 を 有 す る 配 線 部 に 設 け ら れ る 前 記 ベ ー ス が 切 り 込 み を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ４ 記 載 の 生 体 電 極 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 蛇 行 形 状 を 有 す る 配 線 部 に 設 け ら れ る 前 記 ベ ー ス が 、 当 該 蛇 行 形 状 を 有 す る 配 線 部 に
対 応 す る 前 記 樹 脂 フ ィ ル ム と 略 同 形 状 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の
い ず れ か １ 項 に 記 載 の 生 体 電 極 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 生 体 信 号 取 得 用 の 電 極 （ 生 体 電 極 ） に 関 し 、 特 に 、 ケ ー ブ ル が 不 要 で 、 使 い 捨 て
の 可 能 な 生 体 電 極 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 心 電 計 を 代 表 と す る 生 体 信 号 取 得 装 置 に お い て は 、 被 検 者 の 皮 膚 表 面 の 電 位 を 検 出
す る た め の 生 体 電 極 が 用 い ら れ て い る 。 こ の よ う な 生 体 電 極 に は 様 々 な 構 成 の も の が 存 在
す る が 、 大 き く 分 け て 、 被 検 者 の 皮 膚 に 取 り 付 け る 電 極 部 分 と 、 電 極 部 分 と 生 体 信 号 取 得
装 置 と の 間 を 接 続 す る ケ ー ブ ル （ リ ー ド と も 言 う ） と が 一 体 化 し た も の （ 一 体 型 ） と 、 電
極 部 分 と ケ ー ブ ル 部 分 を 着 脱 可 能 な 構 成 と し 、 電 極 部 分 を 使 い 捨 て 可 能 に し た も の （ 分 離
型 ） が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 い ず れ の 構 成 に し て も ケ ー ブ ル 部 分 は 複 数 の 被 検 者 に 対 し て 繰 り 返 し 用 い ら れ る
。 ケ ー ブ ル は 通 常 十 分 な 耐 久 性 を 持 つ よ う に 設 計 さ れ て は い る も の の 、 断 線 の 可 能 性 を 無
く す こ と は で き な い 。 ま た 、 例 え ば ホ ル タ 心 電 計 等 を 用 い た 心 電 信 号 の 取 得 の よ う に 、 日
常 生 活 に お け る 長 時 間 の 取 得 を 行 う 場 合 、 ケ ー ブ ル を 装 着 し た 状 態 で 日 常 生 活 を 送 ら ね ば
な ら な い た め 、 装 着 感 を 改 善 す る た め に 細 い ケ ー ブ ル を 使 用 す る 場 合 が 多 い 。 ケ ー ブ ル が
細 い 上 、 日 常 生 活 に お い て 被 検 者 は 様 々 な 体 位 を 取 る た め 、 断 線 の 可 能 性 は 安 静 時 の 信 号
取 得 に 用 い ら れ る ケ ー ブ ル よ り も 高 く な ら ざ る を 得 な い 。 し か も 、 万 一 断 線 に 気 づ か ず に
生 体 信 号 の 取 得 を 行 っ て し ま っ た 場 合 、 再 度 取 得 を や り 直 さ ね ば な ら な く な る こ と も あ り
、 被 検 者 の 負 担 が 増 す と い う 問 題 も あ る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
さ ら に 、 従 来 の 分 離 型 生 体 電 極 で は 、 電 極 部 分 を そ れ ぞ れ ケ ー ブ ル に 接 続 す る 必 要 が あ り
、 接 続 操 作 が 煩 雑 で あ っ た 。
ま た 、 従 来 の 生 体 電 極 に お い て は 、 被 検 者 の 体 格 差 を カ バ ー す る た め 、 ケ ー ブ ル 部 分 が 長
め に な る よ う 設 計 さ れ て お り 、 着 脱 時 に ケ ー ブ ル が 絡 ま っ た り 、 着 替 え を 行 う 場 合 な ど に
煩 わ し い と い う 問 題 も あ っ た 。
ま た 、 特 に 一 体 型 生 体 電 極 で は 、 同 一 電 極 を 複 数 の 被 検 者 に 繰 り 返 し 用 い る た め 、 被 検 者
が 変 わ る 毎 に ケ ー ブ ル の 清 掃 等 の メ ン テ ナ ン ス が 必 要 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の よ う な 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 に よ る 生 体 電 極 は 以 下 の 構 成 を 備 え
る 。
す な わ ち 、 被 検 者 の 体 表 面 に 装 着 し 、 被 検 者 の 生 体 信 号 を 取 得 す る た め の 生 体 電 極 で あ っ
て 、 導 電 パ タ ー ン が 設 け ら れ た 樹 脂 フ ィ ル ム と 、 導 電 パ タ ー ン の 樹 脂 フ ィ ル ム に 対 向 す る
面 に 設 け ら れ た ベ ー ス と を 有 し 、 導 電 パ タ ー ン が 、 生 体 信 号 を 検 出 す る た め の 電 極 部 と 、
当 電 極 部 に 接 続 さ れ た 配 線 部 と か ら 形 成 さ れ 、 少 な く と も 配 線 部 の 一 部 と 、 対 応 す る 樹 脂
フ ィ ル ム が 蛇 行 形 状 を 有 し 、 か つ 当 蛇 行 形 状 を 有 す る 配 線 部 に 設 け ら れ る ベ ー ス が 伸 縮 性
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 を そ の 好 適 な 実 施 形 態 に 基 づ き 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 以 下
、 ホ ル タ 心 電 計 に 用 い る 生 体 電 極 に 本 発 明 を 適 用 し た 場 合 を 例 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は 他
の 心 電 計 は も と よ り 、 心 電 信 号 以 外 の 生 体 信 号 の 取 得 に 用 い ら れ る 生 体 電 極 に 対 し て も 適
用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
■ （ 第 １ の 実 施 形 態 ）
図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 生 体 電 極 を 被 検 者 へ の 装 着 面 側 か ら 見 た 構 成 例 を
示 す 平 面 図 で あ る 。 図 １ に 示 す 生 体 電 極 は 、 １ ｃ ｈ の 誘 導 信 号 を 取 得 す る た め の 生 体 電 極
で あ り 、 中 心 電 極 部 ３ ０ と 、 中 心 電 極 部 ３ ０ か ら 延 び る ２ つ の 周 辺 電 極 部 １ ０ を 有 し て い
る 。 な お 、 詳 細 は 後 述 す る が 、 各 電 極 部 に 設 け ら れ た 電 極 は 電 気 的 に は 接 続 さ れ て い な い
。 す な わ ち 、 周 辺 電 極 部 １ ０ の 配 線 は 中 心 電 極 部 ３ ０ 上 を 通 っ て は い る が 、 各 配 線 は 互 い
に 絶 縁 さ れ て い る 。 各 電 極 部 か ら の 配 線 は 末 端 部 ４ ０ に 集 め ら れ 、 直 接 、 あ る い は 他 の ケ
ー ブ ル を 介 し て 心 電 計 の コ ネ ク タ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
各 周 辺 電 極 部 １ ０ は 中 心 電 極 部 ３ ０ と 伸 縮 配 線 部 ２ ０ に よ っ て 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 図
１ に お い て 、 伸 縮 配 線 部 ２ ０ の 導 電 パ タ ー ン は 、 実 際 に は ベ ー ス １ １ の 裏 側 （ 非 装 着 面 側
） に 貼 り つ け ら れ て い る た め 、 ベ ー ス １ １ を 透 し て 見 え る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 ２ は 図 １ に お け る 周 辺 電 極 部 １ ０ と 、 伸 縮 配 線 部 ２ ０ の 詳 細 な 構 成 例 を 示 す 平 面 図 、 図
３ は 図 ２ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。 図 ２ は 、 図 １ と は 反 対 に 、 被 検 者 の 非 装 着 面 側 か ら 見 た
平 面 図 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 実 施 形 態 に お い て 、 周 辺 電 極 部 １ ０ と 伸 縮 配 線 部 ２ ０ は 、 共 通 の ベ ー ス １ １ に 設 け ら れ
て い る 。 ベ ー ス １ １ は 薄 く 、 伸 縮 性 を 有 し 、 か つ 肌 に 触 れ た 場 合 刺 激 が 少 な い 柔 ら か な 素
材 で あ る こ と が 好 ま く 、 例 え ば Ｐ Ｅ Ｔ 、 レ ー ヨ ン 、 ウ レ タ ン 等 を 用 い た 不 織 布 を 用 い る こ
と が 可 能 で あ る 。 ベ ー ス １ １ に は 導 電 パ タ ー ン ２ ３ が 印 刷 さ れ た 保 護 フ ィ ル ム １ ２ が 接 着
剤 （ 図 示 せ ず ） に よ り 貼 り 付 け ら れ て い る 。 導 電 パ タ ー ン は 例 え ば 銀 と 塩 化 銀 の 合 金 で あ
り 、 ま た 保 護 フ ィ ル ム は 例 え ば 厚 さ １ ０ ０ μ ｍ 程 度 の 樹 脂 フ ィ ル ム 、 例 え ば Ｐ Ｅ Ｔ フ ィ ル
ム を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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導 電 パ タ ー ン ２ ３ の 先 端 は 電 極 １ ３ を 形 成 し 、 電 極 １ ３ は 周 辺 電 極 部 １ ０ の 略 中 央 に 位 置
す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ベ ー ス １ １ の 、 電 極 １ ３ と そ の 近 傍 に 対 応 す る 領 域 は 略 円 形
に 切 り 抜 か れ て お り 、 電 極 １ ３ が 露 出 す る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 電 極 １ ３ 上 に は 導 電
性 の ゲ ル １ ４ が 設 け ら れ て い る 。 従 っ て 、 電 極 の 装 着 時 に は ゲ ル １ ４ が 被 検 者 の 皮 膚 に 密
着 し 、 装 着 部 位 の 生 体 信 号 は ゲ ル １ ４ を 介 し て 電 極 １ ３ へ 伝 導 し 、 さ ら に 導 電 パ タ ー ン ２
３ を 通 じ て 伝 達 さ れ る 。 ベ ー ス １ １ の 装 着 面 側 、 ゲ ル １ ４ の 周 囲 に は 、 装 着 を よ り 確 実 に
す る た め の 粘 着 剤 １ ５ が 塗 布 さ れ て い る 。 粘 着 剤 １ ５ は 例 え ば シ リ コ ン 系 粘 着 剤 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
導 電 パ タ ー ン ２ ３ の 、 伸 縮 配 線 部 ２ ０ に 対 応 す る 部 分 は 、 図 示 す る よ う に 蛇 行 形 状 を 有 し
て お り 、 保 護 フ ィ ル ム １ ２ も 導 電 パ タ ー ン ２ ３ に 対 応 し た 蛇 行 形 状 を 有 し て い る 。 ベ ー ス
１ １ が 伸 縮 性 を 有 し 、 導 電 パ タ ー ン ２ ３ 及 び そ の 保 護 フ ィ ル ム １ ２ が 蛇 行 形 状 を 有 す る こ
と に よ り 、 伸 縮 配 線 部 ２ ０ は 導 電 パ タ ー ン ２ ３ が 破 断 す る こ と な く 、 ベ ー ス １ １ の 伸 縮 に
合 わ せ て 伸 縮 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
伸 縮 配 線 部 ２ ０ に 設 け る 導 電 パ タ ー ン ２ ３ と そ の 保 護 フ ィ ル ム １ ２ の 形 状 は 導 電 パ タ ー ン
２ ３ が 判 断 す る こ と な く 伸 縮 可 能 で あ れ ば 任 意 の 形 状 で あ っ て よ く 、 例 え ば 図 ４ に 示 す よ
う に よ り 緩 や か な 蛇 行 形 状 で あ っ て も 良 い 。 蛇 行 の 程 度 は 対 応 す べ き 配 線 長 （ 中 心 電 極 部
３ ０ に 対 し 、 周 辺 電 極 部 １ ０ が 到 達 可 能 で あ る べ き 距 離 の 範 囲 ） に よ っ て 適 宜 定 め る こ と
が で き る 。 す な わ ち 、 広 い 範 囲 の 配 線 長 に 対 応 す べ き 場 合 に は 、 導 電 パ タ ー ン ２ ３ が 長 く
な る よ う 、 大 き く 蛇 行 さ せ た り 、 ま た 蛇 行 の 頻 度 を 高 く す れ ば よ い 。 ま た 、 逆 に 狭 い 範 囲
の 配 線 長 に 対 応 す れ ば よ い 場 合 に は 、 よ り 直 線 に 近 い 、 緩 や か に 蛇 行 し た 導 電 パ タ ー ン ２
３ を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 導 電 パ タ ー ン ２ ３ の 蛇 行 部 分 に 対 応 し て ベ ー ス １ １ に 切 れ 込 み
２ ４ を 設 け る こ と に よ り 、 ベ ー ス １ １ の 素 材 が 有 す る 伸 縮 性 を 超 え る 配 線 長 に 対 応 す る こ
と も 可 能 で あ る 。 な お 、 切 れ 込 み ２ ４ を 蛇 行 部 分 毎 に 設 け る の で は な く 、 所 定 数 毎 に 設 け
た り 、 切 れ 込 み を 設 け る 範 囲 と 設 け な い 範 囲 を 設 け る な ど の 変 更 も 任 意 に 行 う こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
さ ら に 、 伸 縮 配 線 部 ２ ０ に 設 け ら れ る 導 電 パ タ ー ン ２ ３ 全 部 が 蛇 行 し て い る 必 要 は 必 ず し
も 無 く 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 部 分 的 に 蛇 行 さ せ て も 良 い 。 た だ し 、 蛇 行 し て い な い 部 分 の
導 電 パ タ ー ン ２ ３ が 、 ベ ー ス １ １ の 伸 張 時 に 加 わ る 張 力 に よ っ て 破 断 し な い よ う 、 ベ ー ス
１ １ を 伸 縮 性 の あ ま り 高 く な い 素 材 で 構 成 す る 等 の 考 慮 を 行 う こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 蛇 行 部 分 に 対 応 す る 保 護 フ ィ ル ム １ ２ に お い て 、 特 に 外 側 に 位
置 す る 曲 が り 角 Ａ の 形 状 は 丸 み を 持 た せ る こ と が 好 ま し い 。 鋭 角 な 形 状 を 有 す る 保 護 フ ィ
ル ム １ ２ を 用 い た 場 合 、 被 検 者 の 肌 に 刺 激 を 与 え 、 装 着 感 を 悪 化 さ せ る 虞 が あ る 。 内 側 に
位 置 す る 曲 が り 角 Ｂ に つ い て は 、 丸 み を 持 た せ て も 持 た せ な く て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
次 に 、 中 央 電 極 部 ３ ０ 及 び 末 端 部 ４ ０ の 構 成 を 、 図 ８ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ８ （ ａ ） は
中 央 電 極 部 ３ ０ の 装 着 面 側 か ら 見 た 拡 大 平 面 図 、 図 ８ （ ｂ ） は 中 央 電 極 部 ３ ０ か ら 末 端 部
４ ０ へ 至 る 部 分 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
中 央 電 極 部 ３ ０ の 構 成 は 基 本 的 に 図 ３ を 用 い て 説 明 し た 周 辺 電 極 部 １ ０ と 同 一 で あ る が 、
保 護 フ ィ ル ム １ ２ に 印 刷 さ れ る 配 線 パ タ ー ン が 中 央 電 極 部 ３ ０ の 電 極 １ ３ だ け で な く 、 周
辺 電 極 部 １ ０ へ 延 び る 導 電 パ タ ー ン ２ ３ を 含 ん で い る 点 が 大 き く 異 な る 。 周 辺 電 極 部 １ ０
へ 延 び る 導 電 パ タ ー ン ２ ３ は 、 電 極 １ ３ を 露 出 さ せ る た め に 中 央 電 極 部 ３ ０ の 中 央 に 設 け
ら れ た 、 ベ ー ス １ １ の 開 口 部 周 囲 に 沿 っ て 末 端 部 ４ ０ へ 引 き 回 さ れ る 。 導 電 パ タ ー ン ２ ３
が 印 刷 さ れ る 保 護 フ ィ ル ム １ ２ は 絶 縁 体 で あ る た め 、 同 一 保 護 フ ィ ル ム 上 に 印 刷 さ れ る 、
末 端 部 か ら 各 電 極 部 へ 延 び る ３ 本 の 導 電 パ タ ー ン は 互 い に 絶 縁 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
中 央 電 極 部 ３ ０ か ら 末 端 部 ４ ０ に 至 る 部 分 に は ベ ー ス １ １ が 存 在 し な い た め 、 導 電 パ タ ー
ン ２ ３ の 露 出 を 防 止 す る た め に 絶 縁 層 ３ ２ が 例 え ば コ ー テ ィ ン グ に よ り 設 け ら れ て い る 。
絶 縁 層 ３ ２ は 末 端 部 ４ ０ の 、 心 電 計 又 は 心 電 計 接 続 用 の コ ネ ク タ 変 換 ケ ー ブ ル と 電 気 的 に
接 続 さ れ る コ ネ ク タ 部 分 に は 設 け ら れ な い 。 ま た 、 コ ネ ク タ 部 分 を 補 強 す る た め 、 裏 面 に
は 補 強 部 材 ４ １ が 貼 り 付 け ら れ る 。 挿 入 面 マ ー ク ４ ２ は 、 絶 縁 層 ３ ２ 表 面 に 印 刷 さ れ る マ
ー ク で あ り 、 心 電 計 又 は 心 電 計 接 続 用 コ ネ ク タ 変 換 ケ ー ブ ル へ の 挿 入 方 向 を 明 示 し て い る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の よ う な 生 体 電 極 は 、 例 え ば 次 の よ う な 工 程 で 製 造 す る こ と が 可 能 で あ る 。 す な わ ち 、
保 護 フ ィ ル ム １ ２ に 生 体 電 極 全 体 の 導 電 パ タ ー ン を 印 刷 し 、 型 抜 き す る 。 一 方 、 各 電 極 部
と こ れ ら を 接 続 す る 伸 縮 配 線 部 ２ ０ に 対 応 す る 形 状 の ベ ー ス １ １ を 作 成 す る 。 電 極 用 の 開
口 部 も 設 け て お く 。 そ し て 、 保 護 フ ィ ル ム １ ２ の 導 電 パ タ ー ン ２ ３ 形 成 面 に 接 着 剤 を 塗 布
し 、 ベ ー ス １ １ と 接 着 す る 。 ゲ ル １ ４ や 粘 着 剤 １ ５ 、 絶 縁 層 ３ ２ 、 補 強 部 材 ４ １ は 適 切 な
タ イ ミ ン グ で 設 け れ ば よ い 。 そ し て 、 最 後 に 、 ゲ ル １ ４ と 粘 着 剤 １ ５ を 覆 う 剥 離 フ ィ ル ム
を 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
あ る い は 、 中 央 電 極 部 ３ ０ と 末 端 部 ４ ０ を １ つ の 部 品 （ 中 央 電 極 部 品 ） 、 伸 縮 配 線 部 ２ ０
と 対 応 す る 周 辺 電 極 部 １ ０ を １ つ の 部 品 （ 周 辺 電 極 部 品 ） と し て 作 成 し 、 例 え ば 図 １ に 示
す Ｌ 字 形 の 生 体 電 極 と す る 場 合 に は 中 央 電 極 部 品 に ２ つ の 周 辺 電 極 部 品 を 取 り 付 け る こ と
に よ っ て も 製 造 が 可 能 で あ る 。 中 央 電 極 部 品 と 周 辺 電 極 部 品 と は 、 導 電 パ タ ー ン が 導 通 す
る よ う に 保 護 フ ィ ル ム 相 互 を 融 着 す る こ と に よ り 接 着 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 生 体 電 極 の 使 用 方 法 に つ い て 図 ９ を 用 い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態
に 係 る 生 体 電 極 は 、 例 え ば 図 ９ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 中 央 電 極 部 ３ ０ か ら 横 方 向 に 延 び る
周 辺 電 極 部 １ ０ を 中 央 電 極 部 ３ ０ 上 に 折 り 畳 ん だ 状 態 で 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま ず 、 上 部 に 位 置 す る 周 辺 電 極 部 １ ０ の 剥 離 フ ィ ル ム を 剥 が し 、 胸 骨 上 端 部 に 貼 り 付 け る
。 そ し て 、 中 央 電 極 部 ３ ０ を 自 然 に 垂 れ 下 が っ た 位 置 に 貼 り 付 け る （ 図 ９ （ ｂ ） ） 。 次 に
、 も う 一 方 の 周 辺 電 極 部 １ ０ の 剥 離 フ ィ ル ム を 剥 が し 、 左 胸 側 面 に 貼 り 付 け る （ 図 ９ （ ｃ
） ） 。 こ の 場 合 、 中 央 電 極 部 ３ ０ は 不 関 電 極 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の よ う に 生 体 電 極 を 装 着 し た 後 、 末 端 部 ４ ０ を 心 電 計 の コ ネ ク タ 又 は 、 心 電 計 の コ ネ ク
タ に 一 端 を 接 続 さ れ た コ ネ ク タ 変 換 ケ ー ブ ル の 他 端 に 挿 入 す る 。 コ ネ ク タ 変 換 ケ ー ブ ル は
、 本 実 施 形 態 に 係 る 生 体 電 極 の コ ネ ク タ 部 形 状 を 、 任 意 形 状 及 び ピ ン 配 置 の コ ネ ク タ に 変
換 す る ケ ー ブ ル で あ り 、 こ の 変 換 ケ ー ブ ル を 用 い る こ と に よ り 、 従 来 の 生 体 電 極 に 適 合 し
た 心 電 計 に 本 実 施 形 態 に 係 る 生 体 電 極 を 使 用 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 生 体 電 極 は 、 簡 便 な 構 成 で 使 い 捨 て す る こ と が 可 能 で あ る
。 そ の た め 、 従 来 の 一 体 型 生 体 電 極 の よ う な ケ ー ブ ル 清 掃 等 の メ ン テ ナ ン ス が 不 要 で あ り
、 手 間 が 掛 か ら な い 上 、 衛 生 面 に お い て も 改 善 さ れ る 。 ま た 、 電 極 部 分 と ケ ー ブ ル 部 分 が
一 体 と な っ て い る た め 、 分 離 型 生 体 電 極 の よ う に 電 極 と ケ ー ブ ル を 個 々 に 接 続 す る 手 間 が
不 要 と な る 。
さ ら に 、 従 来 の ケ ー ブ ル に 相 当 す る 伸 縮 配 線 部 が 伸 縮 性 を 有 す る た め 、 様 々 な 体 型 の 被 検
者 が 用 い て も ケ ー ブ ル が 余 っ た り す る こ と が 無 く 、 装 着 感 が 良 い 。 ま た 、 電 極 相 互 の 位 置
が 予 め 大 ま か に 決 め ら れ て い る た め 、 従 来 の 生 体 電 極 に 比 べ て 電 極 の 取 り 付 け 位 置 の 目 安
が つ け や す く 、 被 検 者 の 装 着 が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
■ （ 第 ２ の 実 施 形 態 ）
第 １ の 実 施 形 態 で は 、 伸 縮 配 線 部 ２ ０ を 構 成 す る ベ ー ス １ １ が 、 蛇 行 す る 導 電 パ タ ー ン ２
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３ の 形 状 と は 無 関 係 な 、 帯 形 状 を 有 し て い た 。 こ れ に 対 し 、 本 実 施 形 態 に 係 る 生 体 電 極 は
、 伸 縮 配 線 部 ２ ０ を 構 成 す る ベ ー ス １ １ が 、 実 質 的 に 導 電 パ タ ー ン ２ ３ の 保 護 フ ィ ル ム １
２ と 同 一 の 形 状 を 有 す る 点 を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 １ ０ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 生 体 電 極 の 、 周 辺 電 極 部 １ ０ 及 び 伸 縮 配 線 部 ２ ０ 部 分 の 拡 大
平 面 図 で あ る 。 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 同 様 の 図 面 で あ る 図 ２ と の 比 較 か ら 明 ら か な よ う
に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 生 体 電 極 の ベ ー ス １ １ は 、 保 護 フ ィ ル ム １ ２ と 実 質 的 に 同 一 形 状 を
有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 例 え ば 上 述 の 周 辺 電 極 部 品 を 製 造 す る 場 合 に 、 導 電 パ タ
ー ン ２ ３ を 印 刷 し た 保 護 フ ィ ル ム １ ２ と 、 ベ ー ス １ １ と を 接 着 し て か ら 一 度 に 型 抜 き す る
こ と が 可 能 に な り 、 製 造 が よ り 容 易 に な る 。 ま た 、 伸 縮 配 線 部 ２ ０ の 伸 縮 性 が 増 す と い う
利 点 が あ る 。 ま た 、 図 ６ で 説 明 し た よ う に 、 電 極 部 を 接 続 す る 導 電 パ タ ー ン ２ ３ 全 部 が 蛇
行 し て い る 必 要 は 必 ず し も 無 く 、 部 分 的 に 蛇 行 さ せ て も 良 い 。 例 え ば 導 電 パ タ ー ン ２ ３ の
中 央 部 の み を 蛇 行 さ せ た 場 合 の 構 成 例 を 図 １ １ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
■ （ 第 ３ の 実 施 形 態 ）
図 １ ２ は 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 生 体 電 極 の 構 成 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 本 実 施 形
態 に 係 る 生 体 電 極 は 、 周 辺 電 極 部 １ ０ （ 及 び 対 応 す る 伸 縮 配 線 部 ２ ０ ） が ３ つ に 増 え て い
る 点 以 外 は 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 生 体 電 極 と 同 一 の 構 成 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
す な わ ち 、 本 発 明 に 係 る 生 体 電 極 は 、 取 得 す る 生 体 信 号 の 種 類 や チ ャ ネ ル 数 に 応 じ て 、 周
辺 電 極 部 １ ０ の 数 と 取 り 付 け 位 置 を 任 意 に 設 定 可 能 で あ る 。 図 １ ２ に 示 す 例 で は 、 ２ ｃ ｈ
の 心 電 信 号 を 取 得 す る こ と が 可 能 で あ る 。 図 １ ３ に 、 他 の 構 成 例 を 電 極 の 配 置 と し て 示 す
。 図 １ ３ （ ｄ ） の 電 極 配 置 を 用 い た 場 合 の 具 体 例 を 図 １ ４ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
な お 、 図 １ ２ に 示 す 構 成 に お い て 、 第 ２ の 実 施 形 態 に 示 し た よ う な 形 状 の 伸 縮 配 線 部 ２ ０
を 用 い る こ と も も ち ろ ん 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 の 構 成 例 を 図 １ ５ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 他 の 実 施 形 態 】
上 述 の 実 施 形 態 に お い て は 、 ベ ー ス １ １ を 同 一 の 素 材 で 構 成 し た 場 合 の み を 説 明 し た が 、
伸 縮 性 が 必 要 と さ れ る の は 原 則 的 に 伸 縮 配 線 部 ２ ０ 部 分 の み で あ る た め 、 周 辺 電 極 部 １ ０
や 中 央 電 極 部 ３ ０ で 用 い ら れ る ベ ー ス は 伸 縮 配 線 部 ２ ０ 部 分 の ベ ー ス と は 異 な る 材 質 で あ
っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 上 述 の 実 施 形 態 に お い て は 、 中 央 電 極 部 ３ ０ に 各 周 辺 電 極 部 １ ０ が 接 続 さ れ る 構 成
を 示 し た が 、 中 央 電 極 部 ３ ０ に は 必 ず し も 電 極 を 設 け る 必 要 は な い 。 す な わ ち 、 各 周 辺 電
極 部 １ ０ を 接 続 す る 機 能 と 、 各 周 辺 電 極 部 １ ０ か ら の 導 電 パ タ ー ン ２ ３ を 末 端 部 ４ ０ へ 集
め る 機 能 の み を 有 し て い て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
さ ら に 、 各 電 極 部 の 外 形 は 円 形 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 任 意 の 形 状 を 採 用 す る こ と が
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 電 極 部 分 と ケ ー ブ ル 部 分 を 簡 便 な 構 成 で 一 体 化 し
た こ と に よ り 、 従 来 必 要 で あ っ た ケ ー ブ ル を 不 要 と し 、 ケ ー ブ ル 部 分 を 含 め て 使 い 捨 て す
る こ と が 可 能 に な り 、 繰 り 返 し 使 用 に よ る 断 線 を 解 消 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ケ ー ブ ル
部 分 に 伸 縮 性 を 持 た せ る こ と に よ り 、 装 着 感 を 向 上 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 生 体 電 極 の 全 体 構 成 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 図 １ に お け る 周 辺 電 極 部 １ ０ と 伸 縮 配 線 部 ２ ０ の 構 成 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に お け る Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 伸 縮 配 線 部 ２ ０ に 設 け る 導 電 パ タ ー ン ２ ３ の 別 の 形 状 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 伸 縮 配 線 部 ２ ０ の 別 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 伸 縮 配 線 部 ２ ０ に 設 け る 導 電 パ タ ー ン ２ ３ の さ ら に 別 の 形 状 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 伸 縮 配 線 部 ２ ０ に 設 け る 導 電 パ タ ー ン ２ ３ の 形 状 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 １ に お け る 中 央 電 極 部 ３ ０ と 末 端 部 ４ ０ の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 １ に 示 す 生 体 電 極 の 取 り 付 け 手 順 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 生 体 電 極 に お け る 周 辺 電 極 部 １ ０ と 伸 縮 配 線 部
２ ０ の 構 成 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 生 体 電 極 の 別 の 構 成 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 生 体 電 極 の 全 体 構 成 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 生 体 電 極 の 他 の 電 極 配 置 例 を 示 す 平 面 図 で あ る
。
【 図 １ ４ 】 図 １ ３ （ ｄ ） に 示 す 電 極 配 置 を 有 す る 生 体 電 極 の 構 成 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 生 体 電 極 に 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 伸 縮 配 線 部
の 構 成 を 適 用 し た 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

(8) JP 2004-33468 A 2004.2.5



【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】
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